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一
、
は
じ
め
に
―
県
広
本
の
書
誌
―

　

県
立
広
島
大
学
図
書
館
蔵
『
桜
田
薩
琉
軍
記
』（
以
下
、
県
広
本
）
は
、
慶
長

十
四
年
（
一
六
〇
九
）
の
薩
摩
藩
に
よ
る
琉
球
侵
略
を
描
い
た
軍
記
、〈
薩
琉
軍
記
〉

の
増
補
群
諸
本
の
一
伝
本
で
あ
る
⑴
。
目
黒
著
書
で
は
、
立
教
大
学
図
書
館
所
蔵

本
（
以
下
、
立
教
本
）
の
み
を
確
認
し
て
い
る
と
し
た
が
、
新
伝
本
が
発
見
さ
れ
、

令
和
三
年
度
県
立
広
島
大
学
重
点
研
究
事
業
⑵
に
よ
り
、
県
立
広
島
大
学
図
書
館

に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
増
補
群
諸
本
と
し
て
、『
薩

琉
軍
記
追
加
』
と
『
桜
田
薩
琉
軍
記
』
と
を
分
け
て
き
た
が
、
本
研
究
に
よ
り
、

同
じ
諸
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
で
ハ
ワ
イ
大
学
宝
玲
文
庫
蔵
本
（
以

下
、
宝
玲
本
）
を
合
わ
せ
て
、
三
伝
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
詳
し
く
は
後
述
す

る
が
、
県
広
本
の
発
見
、
分
析
に
よ
り
特
定
地
域
に
お
け
る
〈
薩
琉
軍
記
〉
流
布

の
一
端
が
垣
間
見
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
県
広
本
は
唯
一
の
完
本
で
も
あ
り
、
大

変
貴
重
な
発
見
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
に
紹
介
し
、
さ
ら
な
る
研
究
に
向
け
て
の
一

助
と
し
た
い
。

　

ま
た
、
目
黒
著
書
で
は
、
立
教
本
を
確
認
し
た
の
が
校
正
段
階
と
い
う
こ
と
も

県
立
広
島
大
学
図
書
館
蔵
『
桜
田
薩
琉
軍
記
』
を
め
ぐ
っ
て

目　

黒　

将　

史
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あ
り
、
解
題
や
諸
本
一
覧
に
誤
謬
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
こ
に
訂
正
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
は
、
書
誌
を
記
し
て
お
く
。

［
請
求
記
号
］913.5/Sa46　

110085516

～110085538

［
登
録
書
名
］
薩
琉
軍
記
20
巻
追
加
5
巻　
　
［
刊
写
年
次
］
写
本
・
近
世
後
期

［
外
題
］
薩
琉
軍
記
（
簽
・
書
・
原
）　　
［
内
題
］
薩
琉
軍
記

［
装
訂
］
袋
綴　
　
［
料
紙
］
楮
紙　
　
［
表
紙
］
原
表
紙
、
紺
地
、
無
紋

［
見
返
し
］
原
見
返
し
、
本
文
共
紙
、
備
考
参
照
、
左
図

［
数
量
］
全
存
、
二
十
五
巻
二
十
三
冊
（
内
、
追
加
五
巻
五
冊
）

［
寸
法
］
二
六
・
六
×
一
七
・
八
糎

［
丁
数
］
1
冊
32
丁
、
2
冊
38
丁
、
3
冊
27
丁
、
4
冊
42
丁
、
5
冊
29
丁
、
6
冊

37
丁
、
7
冊
22
丁
、
8
冊
38
丁
、
9
冊
37
丁
、
10
冊
42
丁
、
11
冊
29
丁
、
12
冊

31
丁
、
13
冊
29
丁
、
14
冊
32
丁
、
15
冊　

31
丁
、
16
冊
37
丁
、
17
冊
36
丁
、
18

冊
49
丁
、
19
冊
37
丁
、
20
冊
35
丁
、
21
冊　

37
丁
、
22
冊
50
丁
、
23
冊
47
丁

［
用
字
］
漢
字
・
片
仮
名　
　
［
絵
画
］
な
し　
　
［
書
写
者
］
未
詳

［
蔵
書
印
］
丸
墨
印
「
仙
台
／
桃
生
／
長
面
浜
／
高
橋
屋
」
左
図
参
照
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『
桜
田
薩
琉
軍
記
』
の
書
名
に
つ
い
て
、
外
題
、
内
題
と
も
に
「
薩
琉
軍
記
」

と
あ
る
が
、「
薩
琉
軍
記
」
を
統
一
書
名
に
す
る
と
他
諸
本
と
の
判
別
が
つ
か
な

く
な
る
。
そ
こ
で
目
黒
著
書
に
お
い
て
、『
桜
田
薩
琉
軍
記
』
と
名
付
け
る
こ
と

に
し
た
。
伝
本
は
以
下
の
通
り
。

　

①
県
立
広
島
大
学
図
書
館
（
二
十
五
巻
二
十
三
冊
、
全
存
）

　

②�

ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
ハ
ミ
ル
ト
ン
図
書
館
宝
玲
文
庫
（
六
巻
三
冊
、
追
加

六
巻
の
み
存
）

　

③
立
教
大
学
図
書
館
（
十
九
巻
十
九
冊
、
巻
二
、
十
一
～
十
四
、
十
九
欠
）
⑶

二
、
偽
書
『
桜
田
薩
琉
軍
記
』
―
「
序
」
と
い
う
物
語
―

　

当
本
に
は
、
い
く
つ
か
の
序
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
み
よ

う
。
そ
れ
ぞ
れ
序
題
が
異
っ
た
り
、
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
、
便
宜
上
、【
序
・

1
～
5
】
に
分
類
し
た
。
引
用
に
際
し
て
、
翻
刻
は
追
い
込
み
と
し
、
句
読
点
、

濁
点
、
発
話
に
カ
ギ
括
弧
、
書
名
に
二
重
カ
ギ
括
弧
を
補
い
、
旧
字
体
は
現
行
の

字
体
に
直
し
た
。
文
意
に
則
し
て
改
段
し
た
。
ル
ビ
は
底
本
の
マ
マ
、（　

）
の

ル
ビ
は
稿
者
に
よ
る
。
ま
た
、
注
目
す
べ
き
箇
所
を
ゴ
チ
に
し
て
い
る
。

［
奥
書
・
識
語
］
な
し　
　
［
序
］
あ
り
、
後
述　
　
［
跋
］
な
し

［
備
考
］
見
返
し
の
裏
に
「
薩
琉
軍
記
」
の
題
あ
り
。
現
状
は
糊
が
剥
が
れ
、
表

紙
と
剥
離
し
て
お
り
、
扉
と
も
解
せ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
装
丁
が
で
き
あ

が
っ
た
当
時
に
お
い
て
、
扉
と
呼
べ
な
い
作
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
こ
れ
を
原
装
と
み
る
。
表
紙
を
付
け
る
前
段
階
の
作
品
名
記
入
で
あ
ろ
う

か
。
一
方
で
、
こ
の
見
返
し
が
原
装
の
表
紙
で
あ
り
、
現
在
の
表
紙
が
後
表
紙

の
可
能
性
も
残
る
。

　

巻
十
二
（
10
冊
）
見
返
し
に
「
癸
卯
秋
」「
鷹
石
山
人
識
」
と
い
う
半
丁
分
の

整
版
印
刷
さ
れ
た
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
（
左
図
、
現
在
剥
落
）。
内
容
は
写
本

の
白
紙
の
部
分
に
落
書
き
を
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
も
の
で
あ
り
、
貸
本
屋
の
主
人

に
よ
る
注
意
書
き
で
あ
ろ
う
か
。「
癸
卯
秋
」
は
、
本
書
の
内
容
を
鑑
み
る
と
天

保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

※見返し裏に記された題

※巻十二（冊）見返し・貼紙
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蓋
シ
此
軍
記
ノ
作
者
桜
田
備
中
常
種
、
兼
テ
此
師
に
参
ジ
テ
善
ク
禅
機
ニ
通

ズ
。
此
師
、
又
常
種
ヲ
見
ル
コ
ト
友
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
、
青
眼
ノ
交
リ
厚
シ
。
故
ニ

此
序
文
ヲ
乞
フ
。
師
又
許
之
、
常
種
、
齢
半
百
ノ
後
ニ
至
テ
剃
髪
シ
テ
、
名
ヲ
巍

然
と
改
メ
、
薩
琉
両
陳
ノ
亡
霊
ヲ
回
向
ス
ト
云
。

【
序
・
3
】

　

附
録

　

注
二
此
書
一
、
不
三
敢
為
二
一
字
臆
説
一
、
率
従
二
本
書
文
義
一
。
評
二
其
傍
一
者
、

従
二
山
川
、
谿
谷
、
禽
獣
、
草
木
、
名
類
一
、
至
二
人
倫
、
官
録
、
書
籍
、
器
財
、

品
物
一
也
。
本
朝
、
異
域
之
考
証
、
其
浩
博
紛
々
然
乎
。
以
二
予
短
才
一
、
可
二
何

精
窮
一
哉
。
故
未
レ
詳
者
闕
如
、
而
以
俟
二
通
博
（
伝
カ
）之
補
一
。
入
二
庶
幾
一
翫
二
読
此

軍
記
一
。
諸
才
子
苟
舎
二
其
後
言
一
、
以
質
二
其
謬
一
矣
。

　

尚
世
有
二
薩
琉
軍
談
一
。
其
書
比
二
此
軍
記
一
者
、
少
同
大
異
而
疑
、
是
出
二
入
、

薩
琉
軍
記
、
及
び
薩
陽
風
土
記
、
島
津
家
訓
、
島
津
武
鑑
等
類
一
。
惟
従
狡
児
輩

所
レ
著
乎
。
其
至
二
年
月
、
日
時
、
四
季
、
寒
暖
、
宦
人
、
爵
位
、
武
将
、
俸
禄
、

軍
師
、
明
闇
、
士
卒
、
剛
臆
、
郡
県
、
遠
近
、
地
理
、
出
没
等
一
、
竿
濫
不
レ
可
二

勝
計
一
。
是
其
撰
者
欺
レ
人
然
乎
。
抑
亦
後
人
模
二
写
之
一
誤
歟
、
不
レ
可
レ
知
。

　

蓋
於
二
此
軍
記
一
也
。
其
品
類
者
、
凡
百
二
十
四
ヶ
條
、
論
レ
之
為
二
二
十
巻
一
。

是
所
謂
雖
二
寒
卿
、
童
蒙
翫
読
書
一
、
不
レ
分
二
好
悪
真
偽
一
、
則
亦
不
レ
足
二
翫
読

一
矣
。
故
従
二
尤
実
説
一
、
注
レ
之
評
レ
之
。

　
　

元
和
第
二
丙
辰
戴
春
三
月
初
五
日

　
　
　
　

薩
陽
隠
士
八
十
又
四
歳　
　

樋
口
文
梁
謹
識

【
序
・
4
】

　

右
附フ

録ロ
ク

ノ
作
者
、
樋
口
文
梁リ
ヤ
ウハ
、
即
チ
予
ガ
祖
父
ニ
シ
テ
、
当
時
慶
長
ノ
昔
、

琉
球
御
出
陣
ノ
砌
ハ
、
八
重
垣
ノ
湊
ニ
於
テ
、
大
軍
師
武
蔵
守
ニ
三
ヶ
条
ノ
一
大

事
ヲ
シ
タ
ル
、
樋
口
常
左
エ
門
也
。
御
凱ガ
イ

陣ヂ
ン

ノ
後
、
其
勲ク
ン

功
ニ
依
テ
、
本
録
三
百

【
序
・
1
】

　

薩
琉
軍
記
叙

　

予
嘗
テ
偶
二
ス
ル
コ
ト
西
浜
ノ
草
堂
一
ニ
爰
有
レ
年
。
或
日
、
同
調
客
懐
レ
シ
書
ヲ
来
、

投
二
ズ
机
上
一
ニ
。
予
見
之
、
則
題
二
ス
ル
薩
琉
軍
記
一
ト
者
也
。
而
熟
二
覧
ル
ニ
其
書
一
ヲ
、

慶
長
十
四
己
酉
、
戴
大
樹
家
康
公
、
薩
州
ノ
太
守
令
二
従
三
位
中
納
言
島
津
源
朝

臣
家
久
一
ヲ
、
征
二
伐
琉
球
一
ヲ
軍
中
日
記
也
。
太
守
亦
命
レ
ル
ニ
之
ニ
、
以
二
ス
家
臣

新
納
武
蔵
守
久
氏
一
ヲ
。
為
レ
人
ト
、
少
好
レ
学
ヲ
、
明
レ
経
、
家
世
以
二
武
術
一
ヲ
冠

二
于
国
一
ニ
矣
。
久
氏
嘗
テ
謂
、「
不
レ
読
二
六
韜
一
ヲ
者
共
勿
レ
討
ル
コ
ト
、
不
レ
観
二
周

易
一
ヲ
者
共
勿
レ
語
ル
コ
ト
矣
」。
且
久
氏
、
当
レ
預
二
行
ニ
国
政
一
ヲ
、
雖
二
君
主
一
ト
見

二
其
過
一
ヲ
、
則
以
レ
道
ヲ
直
二
諫
之
一
ヲ
。
尚
有
二
犯
レ
法
ヲ
者
一
、
不
レ
避
二
内
史
一
ヲ
、

不
レ
憚
二
連
枝
一
ヲ
、
正
二
賞
罪
一
ヲ
。
不
レ
違
二
毫
釐
一
ヲ
、
其
清
高
如
レ
此
。
誠
抜
群

股
肱
之
臣
也
。
故
懐
公
命
而
渡
二
琉
球
一
。
出
二
壱
軍
一
ヲ
、
亡
二
千
虜
一
ヲ
。
擒
レ
王

繋
レ
妃
。
轟
二
威
風
於
海
内
一
ニ
、
留
二
勲
功
於
異
域
一
ヲ
。
是
亦
君
之
徳
乎
、
抑
亦

臣
之
勇
乎
。
蓋
此
軍
記
所
レ
宗
、
為
レ
令
二
童
蒙
一
誦
習
一
記
レ
之
、
咸
以
二
国
字
一
ヲ
。

故
不
三
敢
軽
伝
二
鴻
士
老
生
一
ニ
也
。
雖
レ
然
、
見
二
此
書
一
者
、
豈
云
レ
非
二
嗜
レ
武

之
一
助
一
ニ
哉
。
依
レ
之
、
予
亦
不
レ
辱
二
拙
才
一
ヲ
、
贅
二
数
語
一
ヲ
、
以
題
二
ス
ル
軍

記
始
一
ニ
者
歟
。

　
　

維
時
皇
和
慶
長
十
七
載
龍
舎
壬
子
孟
冬
望
日

　
　
　
　

薩
州
西
浜
桑
門　
　

寧
逸
陳
人
識

【
序
・
2
】

　

右
序
文
、
作
者
寧
逸
禅
師
ハ
、
肥
後
国
佐
々
木
氏
某
ノ
三
男
ニ
シ
テ
、
十
二
歳

ノ
夏
、
同
国
佐
賀
郡
恵
日
山
高
伝
禅
寺
ニ
於
テ
出
家
ス
。
性
質
温
雅
ニ
シ
テ
、
亦

善
ク
法
意
ニ
達
シ
、
尚
仏
経
祖
録
ヲ
熟
読
シ
テ
、
尤
外
伝
ヲ
歴
覧
ス
。
後
、
同
国

高
倉
ノ
邑
、
萬
年
山
永
福
寺
ニ
住
ス
。
閑
居
ニ
シ
テ
、
薩
州
堅
浦
ノ
海
浜
、
仏
母

庵
に
寓
居
ス
ル
コ
ト
多
年
、
但
シ
参
禅
ノ
与
興
ニ
頗
連
歌
ヲ
嗜
シ
ム
。
元
和
二
丙

辰
年
四
月
二
十
一
日
、
静
ニ
禅
定
ニ
入
テ
寂
ス
。

県立広島大学地域創生学部紀要　第 2号 （3）168



　

こ
れ
ら
の
【
序
・
1
～
5
】
が
す
べ
て
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、『
桜
田
薩

琉
軍
記
』
は
、
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
の
琉
球
侵
略
に
参
陣
し
た
薩
摩
武

士
「
桜
田
常
種
」
と
琉
球
の
武
将
「
盃
亀
霊
」
が
と
も
に
編
ん
だ
も
の
で
、
慶
長

十
七
年
（
一
六
一
二
）
に
薩
摩
の
「
寧
逸
」
と
い
う
僧
が
序
文
を
記
し
て
、
一

応
の
完
成
を
み
る
。
そ
の
後
、
こ
れ
も
琉
球
侵
略
に
参
陣
し
た
薩
摩
武
士
「
樋
口

文
梁
」
と
い
う
者
が
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
ま
で
に
、
あ
る
程
度
の
評
注
を

付
け
二
十
巻
に
仕
立
て
た
。
そ
し
て
、
そ
の
孫
の
「
樋
口
文
友
」
が
宝
永
七
年

（
一
七
一
〇
）
に
祖
父
の
志
を
継
い
で
⑷
、
評
注
を
付
け
加
え
た
も
の
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
り
え
な
い
。
目
黒
著
書
で
示
し
た
と
お
り
、
そ

も
そ
も
〈
薩
琉
軍
記
〉
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
刊
行
の
『
通
俗
三
国
志
』
を

下
敷
き
に
し
て
お
り
、
近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
と
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
享

保
期
（
一
七
一
六
～
一
七
三
五
）
頃
の
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
序
の
内
容
と

は
矛
盾
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
す
で
に
目
黒
著
書
で
指
摘
し
た
が
、【
序
・
4
】
に
お
い
て
、
桜
田
常

種
と
盃
亀
霊
（
諸
本
「
孟
亀
霊
」、「
孟
」
と
「
盃
」
の
誤
読
）
と
が
、
と
も
に
作

成
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。
孟
亀
霊
は
〈
薩
琉
軍
記
〉
で
創
作
さ
れ
た
架
空
の
武

将
で
あ
り
、
桜
田
常
種
も
存
在
を
確
認
で
き
な
い
人
物
で
あ
る
⑸
。
さ
ら
に
言
え

ば
、
孟
亀
霊
の
誤
読
は
『
薩
琉
軍
談
』
な
ど
の
初
期
型
テ
キ
ス
ト
を
踏
ま
え
て
い

る
傍
証
に
も
な
ろ
う
。
よ
っ
て
当
本
は
、
桜
田
常
種
と
い
う
人
物
に
仮
託
さ
れ
た

偽
書
（
擬
書
）
で
あ
り
、〈
薩
琉
軍
記
〉
初
期
型
テ
キ
ス
ト
を
踏
ま
え
た
増
広
本

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
【
序
・
3
】
に
お
い
て
、『
薩
琉
軍
談
』
の
撰
者
は
、
人
を
た
ぶ
ら
か
し
て
い
る

と
さ
れ
、
散
々
な
言
わ
れ
よ
う
が
な
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
『
薩
琉
軍
談
』
は

（『
薩
琉
軍
談
』
に
限
ら
ず
諸
本
す
べ
て
に
言
え
る
こ
と
だ
が
）、
架
空
の
琉
球
侵

略
物
語
で
あ
り
、
近
世
期
か
ら
現
代
ま
で
歴
史
家
に
は
批
判
さ
れ
て
い
る
⑹
。
し

か
し
、『
桜
田
薩
琉
軍
記
』
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
百
二
十
四
ヶ
條
」
の
評

注
を
付
し
た
程
度
で
は
覆
ら
な
い
、
テ
キ
ス
ト
の
根
本
的
な
問
題
な
の
で
あ
る
。

石
ヲ
賜
リ
、
永
久
武
門
ニ
昇
進
ス
。
但
慶
長
十
四
年
ヨ
リ
元
和
二
年
迄
凡
七
年
ニ

至
ル
。
蓋
小
子
此
軍
記
ヲ
補
入
セ
シ
ハ
、
宝
永
七
庚
寅
年
ニ
シ
テ
、
慶
長
十
四
年

ヨ
リ
凡
一
百
二
年
に
及
ブ
也
。
蓋ケ
ダ

シ
此
軍
記
ハ
、
桜
田
備
中
ト
琉
球
千
里
山
ノ
盃ハ
イ

亀キ

霊レ
イ

ト
相
撰セ
ン

ジ
テ
一
部
ト
ナ
セ
ル
者
也
。

樋
口
文
友
謹
誌

【
序
・
5
】

　

薩
琉
軍
記
辞

　

予
ガ
祖ソ

父
文
梁リ
ヤ
ウ、
行カ
ウ

齢レ
イ

八
十
有
余ヨ

歳サ
イ

ニ
シ
テ
評
ヒ
ヤ
ウ

註チ
ウ

ス
。
老
僧
ノ
頗ラ
イ

惰ダ

ナ
ル
ガ
故

ニ
、
簡カ
ン

卒ソ
ツ

ニ
シ
テ
精セ
イ

要
ナ
ラ
ズ
。
雖
レ
然
敢ア
ヘ

テ
毫カ
ウ

釐ソ
ン

ノ
私
シ
ヲ
交マ
ジ

ヘ
ズ
、
只
真

議（
マ
マ
）ヲ
標ヒ
ヤ
ウス
ル
ノ
ミ
。

　

今
茲コ
ヽ
ニ琉
求
ヨ
リ
有ユ
ウ

司シ

ノ
者
来
朝
シ
テ
、
薩
陽
ノ
太
守
ヲ
拝
賀
ス
。
是
亦
先
規キ

ノ
恒コ
ウ

例レ
イ

ナ
レ
バ
也
。
有
司
、
名
ハ
篤ト
ク

、
性
（
マ
マ
）ハ
魯ロ

、
字ア
ザ
ナ
ハ
渕エ
ン

石セ
キ

、
琉
球
迪テ
キ

坡ハ

ノ
人

也
。
是
則
ソ
ノ
カ
ミ
薩
琉
合
戦
ノ
時
、
千
里
山
ノ
萬バ
ン

機キ

将
軍
朱シ
ユ

伝フ

説セ
ツ

ト
云
モ
ノ
ヽ

副フ

将
、
魯ロ

珉ミ
ン

石
ガ
曽ソ

孫ソ
ン

也
ト
、
右
魯
渕
石
、
先
規
ニ
従
テ
、
我
家
に
止
宿
ス
ル
コ

ト
已
ニ
三
日
ニ
及
ブ
。
依
レ
之
互
ニ
往ム
カ
シ昔

ノ
軍
事
ヲ
問
答
ス
ル
コ
ト
、
夜
ヲ
以
テ

日
ニ
ツ
グ
。
コ
レ
ガ
タ
メ
ニ
予
、
弥
コ
ノ
軍
記
ヲ
詳セ
ウ

窮キ
ウ

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
。

　

蓋ケ
ダ
シ去
ル
宝
永
五
年
、
琉
球
ノ
政セ
イ

議ギ

大
夫
、
程テ
イ

順ジ
ユ
ン

則ソ
ク

ガ
著チ
ヨ

述ヂ
ユ
ツセ
シ
『
六リ
ク

諭ユ

衍イ
ン

義
』

ヲ
尋
ル
ニ
、
渕
石
答
テ
曰
、「
此
則
昔ム
カ
シ年
合
戦
ノ
時
、
我
王
ノ
命
を
蒙カ
フ
ムリ
、
暫
ク

軍
師
ノ
職
ヲ
預
リ
シ
、
迪テ
キ

坡ハ

ノ
程テ
イ

韻イ
ン

則ソ
ク

ガ
嫡テ
キ

孫ソ
ン

也
」。

　

且
コ
ノ
軍
記
ハ
通
俗
ノ
俚リ

語
ト
云
ト
モ
、
本
朝
、
異
域
、
雑
事
コ
（
立
教
本
、コ
ト
ゴ
ト
ク
）

モ
ク
ニ
混

乱
ニ
シ
テ
、
往オ
ウ

々
其
文
理
ノ
分
明
ナ
ラ
ズ
シ
テ
、
疑ギ

々
ス
ル
処
ア
ル
ニ
似
タ
リ
。

故
ニ
予
モ
亦
祖
父
文
梁
ガ
志
ヲ
シ
タ
フ
テ
、
再
ビ
自
ラ
論
ヲ
タ
テ
、
評
ヲ
為ナ

シ
テ
、

コ
ノ
軍
記
ヲ
翫
グ
ワ
ン

読ド
ク

ス
ル
諸
君
子
ノ
一
助
ニ
モ
成
ン
カ
ト
、
禿タ
イ

毫ゴ
ウ

ヲ
四
壁ヘ
キ

ノ
内
ニ
採ト
ツ

テ
謹
デ
識シ
ル

ス
。

　
　

宝
永
七
年
庚
寅
冬
十
一
月　
　
　

樋
口
文
友
拝
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三
、『
桜
田
薩
琉
軍
記
』
の
全
体
像
―
県
広
本
と
立
教
本
と
の
相
違
―

　

さ
て
、『
桜
田
薩
琉
軍
記
』
は
ど
の
よ
う
に
物
語
を
増
幅
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
本
稿
で
は
詳
細
な
分
析
ま
で
は
か
な
わ
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
は
全
体
像
を
示

す
た
め
に
章
段
名
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
以
下
に
「
県
広
本
・
立
教
本
章
段
対

象
表
」
を
示
し
た
。
対
象
表
の
凡
例
は
次
の
通
り
。
上
段
に
県
広
本
、
下
段
に
立

教
本
⑻
の
各
冊
に
記
さ
れ
た
目
録
に
従
い
、
章
段
名
を
列
挙
し
た
。
旧
字
体
は
現

行
の
字
体
に
直
し
た
。
ル
ビ
は
底
本
の
マ
マ
翻
字
し
た
。
県
広
本
と
立
教
本
と
の

異
同
は
ゴ
チ
で
表
し
た
。
た
だ
し
、「
幷
」「
並
」
の
よ
う
な
表
記
の
違
い
、
返
り

点
に
つ
い
て
は
無
視
し
た
。
県
広
本
に
あ
り
、
立
教
本
に
な
い
箇
所
は
空
角
と
し

た
。
立
教
本
に
お
い
て
、
該
当
巻
が
欠
巻
し
て
い
る
場
合
は
、
巻
の
下
に
「（
該

当
巻
欠
）」
を
記
入
し
た
。

『
桜
田
薩
琉
軍
記
』
の
み
が
歴
史
的
事
実
に
近
い
な
ど
あ
り
得
な
い
こ
と
な
の
だ
。

　

ま
た
、【
序
・
5
】
に
、「
宝
永
七
庚
寅
（
一
七
一
〇
年
）
冬
十
一
月
」
と
あ
る
。

し
か
し
、
当
本
に
は
、
為
朝
を
祀
っ
た
舜
天
大
神
宮
の
こ
と
が
記
さ
れ
（『
和
漢

三
才
図
会
』（
正
徳
二
年
・
一
七
一
二
）
の
用
例
が
早
い
）、
ま
た
、
程
順
則
『
六

諭
衍
義
』
の
こ
と
が
見
え
る
。『
六
諭
衍
義
』
は
程
順
則
が
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）

に
清
か
ら
琉
球
へ
持
ち
帰
っ
た
も
の
。
日
本
で
は
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）、

島
津
吉
貴
か
ら
徳
川
吉
宗
に
献
上
さ
れ
、
荻
生
徂
徠
の
訓
訳
本
（
享
保
六
年
・

一
七
二
一
）、
室
鳩
巣
の
『
六
諭
衍
義
大
意
』（
享
保
七
年
・
一
七
二
二
）
の
出
版

以
降
、
一
般
に
広
ま
っ
て
い
く
た
め
、
こ
の
序
の
年
次
の
信
頼
性
は
乏
し
い
。

　

た
だ
し
、
宝
永
七
年
に
琉
球
使
節
が
来
朝
し
て
い
る
と
す
る
こ
と
は
興
味
深

い
。
使
者
の
名
前
は
異
な
る
が
、
確
か
に
徳
川
将
軍
家
宣
、
琉
球
王
尚
益
が
位
に

就
い
た
こ
と
か
ら
、
宝
永
七
年
に
琉
球
使
節
が
来
朝
し
て
い
る
⑺
。
あ
る
程
度
の

琉
球
知
識
を
踏
ま
え
て
、
物
語
の
形
成
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
さ
に
「
序
」
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
当
本
の
成
立
は
、

江
戸
中
期
に
成
立
し
た
『
薩
琉
軍
談
』
に
、
さ
ら
な
る
加
筆
を
し
て
江
戸
後
期
以

降
に
成
立
し
た
と
い
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
の
序
か
ら
〈
薩
琉
軍
記
〉
享
受
の
一
端
が
垣
間
見
え
る
。
目
黒
著
書

に
て
、「〈
薩
琉
軍
記
〉
に
は
、「
娯
楽
的
な
読
本
と
し
て
の
琉
球
侵
攻
の
語
り
」

と
「
歴
史
を
語
る
素
材
と
し
て
の
語
り
」
の
二
面
性
が
指
摘
で
き
る
」
と
し
た
が
、

序
で
は
「
翫
読
」
と
い
う
語
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
序
で
重
要
な

の
は
、
物
語
の
歴
史
的
事
実
で
は
な
く
、
物
語
享
受
の
歴
史
の
一
側
面
を
語
っ
て

い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。〈
薩
琉
軍
記
〉
は
子
供
た
ち
が
歴
史
物
語
、
合
戦
物
語

を
求
め
て
興
奮
す
る
、
現
在
の
時
代
小
説
的
で
あ
り
、
大
河
ド
ラ
マ
的
な
位
置
づ

け
が
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

　

県
広
本
・
章
段
一
覧

　

立
教
本
・
章
段
一
覧

巻
之
一

巻
之
一

　

薩
琉
両
或
問
次
序
九
箇
條

　

薩
琉
両
或
問
次
序
九
箇
條

　

並
島
津
家
中
興
来
歴
條

　

並
島
津
家
中
興
来
歴
條

　

同
中
山
王
贈
二
福
州
書
簡
一
條

　

同
中
山
王
贈
福
州
書
翰
條

　

同
琉
球
古
実
引
二
世
法
録
一
條

　

同
琉
球
古
実
引
世
法
録
條

巻
之
二

巻
之
二
（
該
当
巻
欠
）

　

鎌
倉
殿
局
若
狭
方
懐
腹
條

　

鎌
倉
殿
局
若
狭
方
懐
腹
條

　

幷
畠
山
庄
司
重
忠
取
計
條

　

並
畠
山
庄
司
重
忠
取
計
條

　

同
於
二
住
吉
一
忠
久
卿
誕
生
條

　

並
於
住
吉
忠
久
卿
誕
生
條

　

同
田
子
浦
若
狭
方
詠
レ
歌
條

　

同
田
子
浦
若
狭
方
詠
歌
條

巻
之
三

巻
之
三

　

家
久
卿
被
レ
蒙
二
征
伐
欽
命
一
條

　

家
久
卿
被
蒙
征
伐
欽
命
條

　

同
弥
太
夫
兵
之
進
口
論
條

　

同
弥
太
夫
兵
之
進
口
論
之
條

　

同
家
久
卿
帰
国
軍
用
之
條

　

同
家
久
卿
帰
国
軍
用
等
之
條

　

同
新
納
武
蔵
守
蒙
二
軍
師
一
條

　

同
新
納
武
蔵
守
蒙
軍
師
條

　

県
広
本
・
立
教
本
章
段
対
象
表
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同
於
二
清
水
谷
一
久
氏
軍
備
條

　

同
於
清
水
谿
久
氏
軍
備
之
條

　

同
佐
野
遠
江
守
不
吉
兆
條

　

同
佐
野
遠
江
守
不
吉
兆
之
條

　

同
総
軍
勢
出
陣
行
列
之
條

　

同
総
軍
勢
出
陣
行
列
之
條

　

同
千
ヶ
竹
八
蔵
幷
八
郎
條

巻
之
四

巻
之
四

　

惣
軍
勢
於
二
八
重
垣
一
滞
陣
條

　

惣
軍
勢
於
八
重
垣
滞
留
條

　

幷
樋
口
常
左
エ
門
言
上
條

　

同
樋
口
常
左
エ
門
言
上
之
條

　

同
樋
口
奉
二
琉
球
郡
県
誌
一
條

　

同
樋
口
奉
琉
球
郡
県
誌
之
條

　

従
二
薩
州
八
重
垣
湊
一
出
船
條

　

同
従
薩
州
八
重
垣　

出
帆
條

　

幷
久
氏
破
二
琉
球
要
漢
関
一
條

　

同
久
氏
破
球
レ
琉
要
漢
関
之
條

　

同
佐
野
帯
刀
信
近
抜
駆
條

巻
之
五

巻
之
五

　

手
伝
説
夜
討
二
遠
江
守
陣
一
條

　

朱
伝
説
夜
討
遠
江
守
陣
條

　

幷
萩
生
弥
八
偽
降
二
伝
説
一
條

　

並
萩
生
弥
八
偽
降
伝
説
條

　

再
朱
伝
説
襲
二
来
日
本
陣
一
條

　

再　

伝
説
襲
来
日
本
陣
條

　

幷
朱
伝
説
一
軍
皆
降
参
條

　

並
朱
伝
説
一
軍
皆
降
参
條

　

同
大
膳
大
夫
奪
二
倉
廩
島
一
條

　

同
大
膳
大
夫
奪
倉
廩
島
條

巻
之
六

巻
之
六

　

乱
蛇
関
ノ
程
凡
良
降
参
之
條

　

乱
蛇
関
程
良
レ
凡
降
参
之
條

　

幷
平
原
美
照
甫
求
二
降
参
一
條

　

並
平
原
美
照
甫
求
降
参
之
條

　

武
蔵
守
施
レ
計
再
奪
二
兵
粮
一
條

　

武
蔵
守
施
計
再
奪
兵
粮
條

　

薩
州
勢
一
戦
奪
二
孤
竹
城
一
條

　

薩
州
勢
一
戦
奪
孤
竹
城
條

　

南
嶽
雷
毛
石
為
二

鑠
勇
一
條

　

南
嶽
雷
毛
石
為

鑠
勇
條

　

於
二
観
音
院
一
文
海
問
答
之
條

　

文
海
於
二
観
音
院
一
問
答　

條

　

幷
問
答
次
第
訴
二
大
師
王
一
條

　

並
問
答
始
終
訴
大
師
王
之
條

巻
之
七

巻
之
七

　

佐
野
遠
江
守
攻
二
鉄
壁
山
一
條

　

佐
野
遠
江
守
責
鉄
壁
山
之
條

　

幷
於
二
駒
隙
門
一
斬
二
李
志
発
一
條

　

幷
於
二
駒
隙
門
一
斬
二
李
志
発
一
條

　

城
主
王
雲
岳
偽
求
二
降
参
一
條

　

城
主
王
雲
岳
偽
求
降
参
之
條

　

佐
野
家
主
従
不
レ
残
討
死
條

　

佐
野
家
主
従
不
残
討
死
條

　

幷
八
郎
兄
弟
為
二
抜
群
働
一
條

　

並
八
郎
兄
弟
成
抜
群
働
之
條

　

同
帯
刀
討
二
王
雲
岳
身
代
一
條

　

同
帯
刀
討
王
雲
岳
身
代
之
條

巻
之
八

巻
之
八

　

佐
野
帯
刀
再
攻
二
鉄
壁
山
一
條

　

佐
野
帯
刀
再
責
鉄
壁
山
之
條

　

幷
帯
刀
繋
二
王
雲
岳
父
子
一
條

　

並
帯
刀
繋
王
雲
岳
父
子
之
條

　

同
葛
城
活
計
西
北
田
等
條

　

同
葛
城
活
計
西
北
田
等
之
條

　

同
種
島
大
膳
大
夫
過
言
條

　

同
種
島
大
膳
太
夫
過
言
之
條

巻
之
九

巻
之
九

　

永
井
越
後
見
二
盤
若
山
碑
一
條

　

永
井
越
後
見
般
若
山
碑
之
條

　

幷
蟠
竜
寺
文
海
読
二
碑
文
一
條

　

並
蟠
竜
寺
文
海
読
碑
文
條

　

刑
部
入
道
降
二
石
門
鼂
丈
一
條

　

刑
部
入
道
降
石
門
鼂
丈
之
條

　

幷
鼂
丈
弟
鼂
達
忿
死
之
條

　

並
鼂
丈
弟
鼂
達
忿
死
之
條

　

同
潮
音
島
周
蘭
木
願
レ
降
條

　

同
潮
音
島
周
蘭
甫
求
降
條

　

同
大
円
入
道
一
軍
帰
陣
條

　

同
大
円
入
道
一
軍
帰
陣
之
條

巻
之
十

巻
之
十

　

久
氏
本
陣
移
二
於
鉄
壁
山
一
條

　

久
氏
本
陣
移
於
鉄
壁
山
之
條

　

幷
大
師
王
俊
玄
定
二
軍
師
一
條

　

並
大
師
王
俊
玄
定
軍
師
之
條

　

同
程
寉
対
二
俊
玄
一
説
二
十
憂
一
條

　

同
程
寉
対
俊
玄
説
十
憂
之
條

　

同
金
𨿸
容
雲
蒙
二
大
元
帥
一
條

　

同
金
𨿸
容
雲
蒙
大
元
帥
之
條

巻
之
十
一

巻
之
十
一
（
該
当
巻
欠
）

　

金
泰
埒
侵
二
畠
勘
解
由
陣
一
條

　

金
泰
埒
侵
畠
勘
解
由
陳
之
條

　

幷
因
幡
守
救
二
勘
解
由
輔
一
條

　

並
因
幡
守
救
勘
解
由
勢
之
條

　

同
金
泰
埒
被
レ
縛
二
因
幡
守
一
條

　

同
金
泰
埒
被
縛
因
幡
守
之
條

　

同
金
泰
埒
放
欺
二
全
伯
亮
一
條

　

同
金
泰
埒
放
欺
全
伯
亮
之
條

　

並
大
師
王
俊
玄
成
軍
配
之
條

巻
之
十
二

巻
之
十
二
（
該
当
巻
欠
）

　

武
蔵
守
攻
二
鎮
護
城
一
軍
備
條

　

幷
大
師
王
俊
玄
為
二
軍
配
一
條

　

盃
亀
霊
為
二
墉
虖
柴
一
被
レ
縛
條

　

盃
亀
霊
為
墉
虖
柴
被
縛
條

　

並
盃
亀
霊
亦
縛
墉
虖
柴
條

　

同
勝
太
夫
生
二
捕
墉
文
寉
一
條

　

同
勝
太
夫
生
捕
墉
虖
文
官
條

　

島
津
家
久
従
二
関
東
一
被
レ
召
條

　

島
津
家
久
従
関
東
被
召
條

　

比
志
島
将
監
進
赴
二
関
東
一
條

　

比
志
島
将
監
進
赴
関
東
之
條

　

幷
於
二
御
殿
一
御
難
問
返
答
條

　

同
於
御
殿
御
難
問
返
答
條

　

同
比
志
島
御
太
刀
拝
領
條

　

同
将
監
御
太
刀
拝
領
之
條

巻
之
十
三

巻
之
十
三
（
該
当
巻
欠
）
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於
二
鉄
壁
山
下
一
葬
二
久
近
尸
一
條

　

於
鉄
壁
山
下
葬
久
近
尸
ヲ
之
條

　

幷
仙
蔵
寺
貫
瑞
賦
二
香
語
一
條

　

並
仙
蔵
寺
貫
瑞
賦
香
語
條

　

久
氏
詣
二
粉
壁
山
八
郎
社
一
條

　

久
氏
詣
粉
壁
山
八
郎
社
之
條

　

同
久
氏
書
二
舜
天
宮
伝
記
一
條

　

同
久
氏
書
舜
天
社
伝
記
之
條

　

薩
州
惣
軍
寄
二
歴
川
一
進
発
條

　

薩
州
総
軍
寄
歴
川
進
発
條

　

幷
盃
亀
霊
考
二
雲
気
吉
凶
一
條

　

並
盃
亀
霊
考
雲
気
吉
凶
之
條

　

同
金
猊
一
件
破
二
四
輪
橋
一
條

　

同
金
猊
一
件
破
四
輪
橋
之
條

　

同
種
島
大
膳
奪
二
鸚
鵡
渓
一
條

　

同
種
島
大
膳
太
夫
奪
鸚
鵡
渓
條

　

同
佐
野
帯
刀
取
二
迪
坡
関
一
條

　

同
佐
野
帯
刀
取
迪
波
関
之
條

　

同
葛
城
右
衛
門
入
道
謀
條

　

同
葛
城
右
エ
門
入
道
計
之
條

巻
之
十
四

巻
之
十
四
（
該
当
巻
欠
）

　

薩
州
惣
軍
勢
攻
二
鎮
護
城
一
條

　

薩
州
惣
軍
勢　

鎮
護
城
之
條

　

幷
琉
球
勢
囲
二
大
膳
大
夫
一
條

　

並
琉
球
勢
囲
大
膳
太
夫
之
條

　

同
久
氏
急
救
二
大
膳
大
夫
一
條

　

同
久
氏　

救
大
膳
太
夫
之
條

　

同
久
氏
追
二
中
郎
将
封
側
一
條

　

同
久
氏
追
中
郎　

封
側
之
條

　

同
周
達
功
二
金
𨿸
容
費
則
一
條

　

同
周
達
功
金
𨿸
容
則
費
之
條

　

同
金
猊
縛
二
大
司
馬
洋
祝
一
條

　

同
金
猊
縛
大
司
馬
洋
祝
之
條

　

同
盃
亀
霊
進
説
二
大
師
王
一
條

　

同
盃
亀
霊
進
説
大
師
王
之
條

巻
之
十
五

巻
之
十
五

　

久
氏
率
二
大
軍
一
赴
二
金
𨿸
城
一
城

　

久
氏
率
大
軍
赴
金
𨿸
城
之
城

　

幷
中
郎
将
封
側
守
二
忠
節
一
條

　

並
中
郎
将
封
則　

忠
節
之
條

　

同
久
氏
降
二
中
郎
将
封
側
一
條

　

金
泰
埒
不
レ
図
応
レ
変
反
忠
條

　

金
泰
埒
不
図
応
変
返
忠
之
條

　

幷
大
師
王
俊
玄
入
水
之
條

　

並
大
師
王
俊
玄
入
水
之
條

　

同
杉
小
田
蔵
人
空
最
後
條

　

同
杉
小
田
蔵
人
空
最
期
條

　

同
大
内
蔵
助
二
金
泰
埒
命
一
條

　

同
大
内
蔵
助
金
泰
埒
命
條

巻
之
十
六

巻
之
十
六

　

薩
州
惣
軍
攻
二
入
群
玉
館
一
條

　

薩
州
総
軍
攻
入
郡
玉
館
之
條

　

幷
右
将
軍
全
寧
笵
勇
猛
條

　

並
右
将
軍
全
寧
笵
勇
猛
條

　

同
八
郎
八
蔵
為
二
豪
傑
働
一
條

　

同
八
郎
兄
弟
為
豪　

働
之
條

　

中
山
帝
尚
寧
守
二
節
義
一
之
條

　

中
山
帝
尚
寧
守
節
義
之
條

　

幷
芙
蓉
公
主
代
レ
帝
出
陣
條

　

並
芙
蓉
公
主
代
帝
出
陣
條

　

同
大
膳
大
夫
欲
レ
殺
二
公
主
一
條

　

同
大
膳
太
夫
欲
殺
公
主
之
條

巻
之
十
七

巻
之
十
七

　

中
山
帝
陰
幸
二
天
寧
禅
寺
一
條

　

中
山
帝
陰
幸
天
寧
禅
寺
條

　

幷
武
内
新
左
衛
門
使
者
條

　

並
武
内
新
左
エ
門
使
者
之
條

　

帯
刀
連
二
来
沙
門
頂
礼
者
一
條

　

帯
刀
連
来
於
沙
門
頂
礼
者
條

　

幷
于
弼
自
縛
レ
帝
出
降
参
條

　

並
于
弼
自
縛
帝
出
降
参
條

　

同
帝
都
酒
店
峰
岳
忠
節
條

　

同
帝
都
酒
店
峰
岳
忠
発
條

　

同
帝
及
文
武
百
寮
降
参
條

　

同
帝
及
文
武
百
寮
降
参
條

巻
之
十
八

巻
之
十
八

　

薩
州
惣
軍
勢
処
々
在
番
條

　

薩
州
惣
軍
勢
処
々
在
番
條

　

幷
武
蔵
守
上
二
殿
群
玉
館
一
條

　

並
武
蔵
守
上
殿
群
玉
館
條

　

同
玉
璽
宝
剣
典
籍
明
珠
條

　

同
玉
璽
宝
剣
典
籍
明
珠
條

　

同
大
須
賀
大
膳
為
二
豪
飲
一
條

　

同
大
須
賀
大
膳
為
豪
飲
條

　

同
久
氏
賦
二
五
言
詩
一
絶
一
條

　

同
久
氏
賦
五
言
詩
一
絶
條

　

於
二
鸚
鵡
渓
一
昼
夜
起
二
白
気
一
條

　

於
鸚
鵡
渓
昼
夜
起
白
気
條

　

幷
葛
城
入
道
正
考
二
雲
気
一
條

　

並
葛
城
入
道
正
考
雲
気
條

　

同
第
弐
受
レ
命
奪
二
宝
剣
一
来
條

　

同
第
弐
受
命
奪
宝
剣　

條

巻
之
十
九

巻
之
十
九
（
該
当
巻
欠
）

　

杉
山
嶼
素
竜
結
レ
党
蜂
起
條

　

杉
山
岐
素
竜
結
党
蜂
起
條

　

幷
酈
噲
直
二
諫
素
竜
逆
意
一
條

　

並
酈
噲
直
諫
素
竜
逆
意
條

　

同
盃
亀
霊
考
二
武
蔵
守
夢
一
條

　

同
盃
亀
霊
考
武
蔵
守
夢
條

　

素
竜
弥
為
二
毒
殺
放
火
計
一
條

　

素
竜
弥
成
毒
殺
放
火
計
條

　

幷
大
須
賀
大
膳
捕
二
逆
徒
一
條

　

並
大
須
賀
大
膳
挫
逆
徒
條

　

同
於
二
要
漢
城
一
毒
殺
放
火
條

　

同
於
要
漢
城
毒
殺
放
火
條

巻
之
二
十

巻
之
二
十

　

中
山
帝
依
レ
義
欲
二
自
伏
一
レ
剣
條

　

幷
周
達
レ
計
縛
二
𠑊
般
素
一
條

　

同
於
二
船
中
一
生
二
捕
羅
達
素
一
條

　

久
氏
為
二
鯨
鯢
計
一
鏖
二
賊
徒
一
條

　

久
氏
成
鯨
鯢
計
塵
逆
徒
條

　

幷
酈
仔
雄
父
子
免
二
災
難
一
條

　

並
酈
噲
仔
雄
父
子
免
災
難
條

　

薩
琉
両
陣
罪
人
行
二
刑
罰
一
條

　

薩
琉
両
陣
罪
人
行
刑
罰
條

　

幷
依
二
罪
科
一
正
二
軽
重
次
第
一
條

　

並
依
罪
科
正
軽
重
次
第
條

　

薩
州
勢
登
二
黄
雲
山
一
田
猟
條

　

薩
州
勢
登
黄
雲
山
田
猟
條

　

幷
大
須
賀
大
膳
捕
二
野
猪
一
條

　

並
大
須
賀
大
膳
捕
二
野
猪
一
條
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大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
が
、
巻
十
一
と
巻
十
二
だ
が
、
こ
の
部
分
は
立
教
本

の
当
該
巻
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
内
容
の
確
認
が
で
き
な
い
。
そ
れ
以
外
に
章
段

が
大
き
く
欠
け
て
い
る
部
分
に
関
し
て
、
目
録
書
写
時
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
、
細

か
い
異
同
は
あ
る
に
せ
よ
、
本
文
内
容
は
同
じ
で
あ
っ
た
。

　

一
点
興
味
深
い
の
は
、
巻
之
六
「
孤
竹
城
」
で
あ
る
。「
孤
竹
城
」
は
〈
薩
琉

軍
記
〉
諸
本
で
は
、「
虎
竹
城
」
と
な
っ
て
い
る
地
名
で
あ
る
。
目
黒
著
書
に
お

　

同
種
島
大
膳
不
レ
図
害
レ
人
條

　

同
種
島
大
膳
太
夫
不
図
害
人
條

追
加
巻
之
一

追
加
巻
之
一

　

惣
軍
勢
整
二
隊
伍
一
令
二
帰
陣
一
條

　

惣
軍
勢
整
隊
伍
令
帰
陳
條

　

幷
七
郎
右
衛
門
赴
二
関
東
一
條

　

並
ニ
七
郎
右
衛
門
赴
関
東
之
條

　

同
於
二
御
殿
一
祭
二
七
座
軍
神
一
條

　

同
於
御
殿
祭
七
坐
軍
神
之
條

　

同
於
二
殿
中
一
御
凱
陣
儀
式
條

　

同
於
殿
中
御
凱
陣
儀
式
之
條

　

葛
城
上
三
十
ヶ
條
讒
二
種
島
一
條

　

葛
城
上
十
ヶ
條
一
讒
二
種
島
一
條

　

幷
太
守
御
評
定
御
出
席
條

　

並
ニ
太
守
御
評
定
御
出
席
條

　

同
右
條
々
種
島
奉
二
返
答
一
條

　

同
ク
右
條
々
種
島
奉
返
答
條

　

同
双
方
共
御
咎
被
二
仰
付
一
條

追
加
巻
之
二

追
加
巻
之
二

　

新
納
武
蔵
守
上
二
隠
居
願
一
條

　

新
納
武
蔵
守
上
隠
居
願
條

　

幷
諸
士
依
二
軍
功
一
賜
二
恩
賞
一
條

　

並
諸
士
依
軍
功
賜
恩
賞
條

　

同
佐
野
帯
刀
被
レ
下
二
姫
君
一
條

　

同
佐
野
帯
刀
被
下
姫
君
條

　

同
西
北
田
入
道
御
媒
人
條

　

同
西
北
田
入
道
御
媒
人
之
條

　

同
局
面
々
御
祝
儀
申
上
條

　

同
局
ノ
面
々
御
祝
儀
申
上
ル
條

　

於
二
福
昌
寺
一
大
法
会
供
養
條

　

於
福
昌
寺
大
法
会
供
養
條

　

幷
種
島
与
二
葛
城
一
蒙
二
赦
免
一
條

　

並
種
島
与
葛
城
蒙
赦
免
之
條

　

同
依
二
大
赦
一
罪
人
賜
二
施
行
一
條

　

同
依
大
赦
賜
罪
人
施
行
之
條

　

池
田
遠
江
為
二
野
狐
一
滅
レ
身
條

　

池
田
遠
江
為
二
ニ
野
狐
一
ノ
滅
レ
身
ヲ
條

　

幷
遠
江
向
レ
君
欲
レ
放
二
鉄
砲
一
條

　

並
ニ
遠
江
向
レ
テ
君
ニ
欲
レ
ス
ル
放
二
鉄
砲
一
ヲ
條

　

同
遠
江
切
腹
被
レ
為
二
仰
付
一
條

　

同
遠
江
切
腹
被
レ
為
二
仰
付
一
條

追
加
巻
之
三

追
加
巻
之
三

　

種
島
与
二
佐
野
両
家
一
争
論
條

　

種
島
与
佐
野
両
家
争
論
條

　

幷
西
北
田
活
計
取
二
扱
之
一
條

　

並
ニ
西
北
田
活
計
取
扱
之
條

　

新
納
久
氏
密
所
存
申
上
條

　

新
納
久
氏
窃

ヒ
ソ
カ
ニ

所
存
ヲ
申
上
條

　

幷
久
氏
忍
術
者
共
召
寄
條

　

並
ニ
久
氏
忍ニ

ン

術シ
ユ
ツ

者
共
召
寄
ス
ル
之
條

　

同
津
久
母
施
二
計
レ
奸
一
害
レ
人
條

　

同
津
久
母
施
二
テ
奸
計
一
ヲ
害
レ
人
之
條

　

同
吉
之
助
与
市
郎
報
レ
怨
條

　

同
津
久
母
被
レ
行
二
栽カ

ク

馘ク
ハ
ク

刑
一
條

　

同
津
久
母
被
レ
シ
行
二
栽サ

イ

馘ク
ハ
ツ

刑
⑼
一
ニ
之
條

追
加
巻
之
四

追
加
巻
之
四

　

鹿
児
島
近
辺
夜
々
奇
怪
條

　

鹿
児
島
近
辺
夜
々
奇
怪
條

　

比
志
島
弾
正
射
二
落
化
鳥
一
條

　

比
志
島
弾
正
射
落
化
鳥
條

　

陀
羅
尼
正
助
組
二
留
化
鳥
一
條

　

陀
羅
尼
正
助
組
留
化
鳥
條

　

幷
弾
正
主
従
知
行
拝
領
條

　

並
弾
正
主
従
知
行
拝
領
條

　

種
島
大
膳
大
夫
饗
二
賓
客
一
條

　

種
島
大
膳
太
夫
饗
賓
客
條

　

幷
於
二
席
上
一
諸
賓
為
二
口
論
一
條

　

並
於
席
上
諸
賓
為
口
論
條

　

同
市
之
進
為
二
金
吾
一
被
レ
欺
條

　

同
市
之
進
為
金
吾
被
欺
條

　

同
金
吾
与
助
共
行
二
刑
罪
一
條

　

同
金
吾
与
助
共
行
刑
罪
條

追
加
巻
之
五

追
加
巻
之
五

　

薩
州
太
守
御
発
駕
二
関
東
一
條

　

薩
州
太
守
御
二
発
駕
関
東
一
之
條

　

幷
一
鴎
斉
種
島
等
御
召
條

　

同
従
二
公
儀
一
行
列
御
聞
合
條

　

同
日
下
悪
平
途
中
被
レ
斬
條

　

同
於
二
御
庭
一
凱
陣
御
規
式
條

　

同
一
鴎
斉
軍
神
奉
二
祭
文
一
條

　

薩
摩
守
家
久
卿
御
登
城
條

　

薩
州
公
御
登
城
之
條

　

幷
一
鴎
斉
種
島
等
登
城
條

　

並
一
鴎
斉
種
島　

登
城
之
条

　

同
種
島
趝チ

ン

跋ハ

由
来
申
上
條

　

同
種
島
趝
跋
由
来
申
上
条

　

同
従
二
公
儀
一
薩
州
賜
二
琉
球
一
條

　

同
従
二
公
儀
一
薩
州
賜
琉
球
之
条

　

同
一
鴎
斉
種
島
拝
領
物
條

　

同
一
鴎
斉
種
島
拝
領
物
条

　

一
鴎
斉
種
島
等
再
登
城
條

　

一
鴎
斉
種
島
等
再
登
城
條

　

幷
一
鴎
斉
説
二
和
漢
名
馬
一
條

　

並
一
鴎
斉
説
和
漢
名
馬
條

　

同
種
島
戸
隠
駿
馬
拝
領
條

　

同
種
島
戸
隠
駿
名
拝
領
條

　

同
八
郎
八
蔵
力
量
御
試
條

　

同
八
郎
八
蔵
力
量
御
試
條

　

伊
豆
守
与
二
一
鴎
斉
一
囲
レ
碁
條

　

同
弾
正
与
一
鴎
斉
囲
碁
條

　

同
種
島
見
二
大
牛
一
甚
欺
笑
條

　

同
種
島
見
大
牛
甚
欺
笑
條
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幷
依
大
赦
賜
罪
人
施
行
之
條

　

追
加
巻
之
三

　
　

池
田
遠
江
為
二
野
狐
一
滅
レ
身
條　

幷
遠
江
向
レ
君
欲
レ
放
二
鉄
砲
一
條

　
　

同
遠
江
切
腹
被
レ
為
二
仰
付
一
條

　
　

種
島
与
佐
野
両
家
争
論
之
條　

幷
西
北
田
活
計
取
扱
之
條

　

追
加
巻
之
四

　
　

新
納
久
氏
密
所
存
申
上
之
條　

幷
久
氏
忍
術
者
共
召
寄
之
條

　
　

幷
津
久
母
施
奸
計
害
レ
人
之
條　

幷
吉
之
助
与
市
郎
報
レ
怨
之
條

　
　

同
津
久
母
被
レ
行
栽サ
イ

馘ク
ハ
ツ

二
⑽
刑
一
之
條

　
　

鹿
児
島
近
辺
夜
々
奇
怪
條　

比
志
島
弾
正
射
二
落
化
鳥
一
條

　
　

陀
羅
尼
正
助
組
留
化
鳥
條　

幷
弾
正
主
従
知
行
拝
領
條

　

追
加
巻
之
五

　
　

種
島
大
膳
大
夫
饗
賓
客
條　

幷
於
席
上
諸
賓
為
口
論
條

　
　

同
市
之
進
為
金
吾
一
被
欺
條　

幷
金
吾
与
助
共
ニ
行
刑
罪
條

　
　

薩
州
太
守
関
東
御
発
駕
之
條　

幷
一
鴎
斉
種
島
等
御
召
之
條

　
　

幷
従
公
義
行
列
御
聞
合
之
條　

幷
日
下
悪
平
途
中
被
斬
條

　
　

幷
於
御
庭
凱
陣
御
規
式
之
條　

幷
一
鴎
斉
軍
神
奉
祭
文
條

　

追
加
巻
之
六

　
　

薩
摩
守
家
久
卿
御
登
城
之
條　

幷
一
鴎
斉
種
島
等
登
城
之
條

　
　

幷
種
島
趝
跋
由
来
申
上
之
條　

幷
従
公
義
薩
州
賜
琉
球
之
條

　
　

同
一
鴎
斉
種
島
拝
領
物
之
條

　
　

一
鴎
斉
種
島
等
再
登
城
之
條　

幷
一
鴎
斉
説
和
漢
名
馬
之
條

　
　

同
種
島
戸
陰
駿
馬
拝
領
之
條　

同
八
郎
八
蔵
力
量
御
試
之
條

　
　

又
弾
正
与
一
鴎
斉
囲
碁
之
條　

同
種
島
見
大
牛
甚
欺
笑
條

　

こ
こ
に
あ
げ
た
よ
う
に
県
広
本
と
宝
玲
本
と
の
相
違
は
巻
を
五
巻
に
す
る
か
六

巻
に
す
る
か
の
違
い
し
か
な
い
。
巻
之
二
十
に
「
六
冊
ア
リ
」
と
す
る
よ
う
に
、

も
と
は
、
宝
玲
本
の
よ
う
な
形
で
、
六
巻
六
冊
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

い
て
、〈
薩
琉
軍
記
〉
諸
本
の
『
薩
琉
軍
鑑
』
の
伝
本
に
は
、「
帰
竹
城
」
と
な
っ

て
い
る
も
の
が
あ
り
、「「
コ
チ
ク
」
と
「
キ
チ
ク
」
と
い
う
音
声
か
ら
派
生
し
た
」

の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
た
だ
し
、「
虎
」
と
「
帰
」
は
く
ず
し
字
が
似
て

お
り
、
誤
写
の
可
能
性
が
捨
て
き
れ
な
か
っ
た
。
当
本
の
「
孤
竹
城
」
は
音
か
ら

派
生
し
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
す
で
に
述
べ
て
き
た
が
、
序
に
お
い
て
子

供
た
ち
の
享
受
が
語
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
師
や
親
か
ら
の
「
声
」
に
よ
る
物

語
り
が
あ
っ
た
は
ず
で
、「
孤
竹
城
」
と
い
う
表
記
か
ら
、
語
り
物
と
し
て
の
〈
薩

琉
軍
記
〉
享
受
の
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、『
薩
琉
軍
記
追
加
』
考
―
宝
玲
本
と
の
比
較
を
通
し
て
―

　

巻
之
二
十
の
末
尾
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
　

此
軍
記
ニ
追
加
ノ
巻
六
冊
ア
リ
。

　

県
広
本
も
立
教
本
も
追
加
は
五
巻
五
冊
の
構
成
で
あ
り
、
こ
の
文
言
と
は
齟
齬

し
て
い
る
。
し
か
し
、
宝
玲
本
は
六
巻
（
三
冊
）
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
こ

こ
で
は
、
宝
玲
本
の
構
成
を
う
か
が
い
、
県
広
本
と
の
相
違
に
つ
い
て
見
て
い
き

た
い
。
比
較
の
決
め
ご
と
は
、
先
の
対
象
表
と
同
じ
で
あ
る
。

　

追
加
巻
之
一

　
　

惣
軍
勢
整
二
隊
伍
一
令
二
帰
陣
一
條　

幷
七
郎
右
エ
門
赴
二
関
東
一
條

　
　

幷
於
御
殿
祭　
　

軍
神
之
條　

幷
於
殿
中
御
凱
陣
儀
式
之
事
條

　
　

葛
城
上
三
拾
ヶ
條
讒
二
種
島
一
條　

幷
太
守
御
評
定
御
出
席
條

　
　

幷
右
條
々
種
島
奉
二
返
答
一
之
條

　

追
加
巻
之
二

　
　

新
納
武
蔵
守
上
ル
隠
居
願
一
條　

幷
諸
士
依
二
軍
功
一
賜
二
恩
賞
一
條

　
　

幷
佐
野
帯
刀
被
レ
下
二
姫
君
一
之
條　

幷
西
北
田
入
道
御
媒
人
之
條

　
　

幷
局
之
面
々
御
祝
儀
申
上
之
條

　
　

於
二
福
昌
寺
一
大
法
会
供
養
之
條　

幷
種
島
与
葛
城
赦
免
蒙
之
條
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ら
も
遠
い
）
で
、
新
た
な
琉
球
侵
略
物
語
が
生
み
出
さ
れ
、
享
受
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
注
目
で
き
る
の
だ
。

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
当
本
は
〈
薩
琉
軍
記
〉
の
基
礎
的
な
テ
キ
ス
ト

を
も
と
に
、
琉
球
知
識
な
ど
を
取
り
込
み
つ
つ
増
幅
し
た
諸
本
で
あ
る
。
琉
球
か

ら
遠
く
離
れ
た
地
域
に
お
い
て
も
、
琉
球
を
め
ぐ
る
言
説
は
読
み
継
が
れ
、
語
ら

れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

六
、
お
わ
り
に

　
『
桜
田
薩
琉
軍
記
』
は
偽
書
（
擬
書
）
で
あ
り
、
序
に
記
さ
れ
た
年
次
な
ど
、

そ
の
信
頼
性
に
欠
け
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
年
次
の
信
頼
が
乏
し
い
こ
と
で
、

こ
の
資
料
の
価
値
は
そ
こ
な
わ
れ
な
い
。
問
題
は
、
な
ぜ
こ
の
江
戸
後
期
に
、
陸

前
地
域
で
、〈
薩
琉
軍
記
〉
の
よ
う
な
異
国
合
戦
物
が
必
要
と
さ
れ
た
の
か
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
そ
の
答
え
を
出
す
ま
で
に
は
至
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
解
明
す
る
た

め
に
も
、
完
本
で
あ
り
、
全
容
が
把
握
で
き
る
県
立
広
島
大
学
図
書
館
蔵
本
の
価

値
は
非
常
に
高
い
と
言
え
る
。

　

今
後
は
詳
細
な
注
解
、
読
み
進
め
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
と
く
に
評
注
の
部
分
が

ど
の
よ
う
な
文
献
に
よ
っ
て
い
る
の
か
判
明
す
れ
ば
、
テ
キ
ス
ト
の
性
質
が
明
ら

か
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
陸
前
地
域
に
お
け
る
琉
球
資
料
が
ど

れ
だ
け
残
さ
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
う
ま

で
も
な
い
が
当
地
域
は
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

地
域
で
あ
る
。
陸
前
と
い
う
地
域
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
け
る
の
か
も
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
残
さ
れ
た
課
題
は
山
積
お
り
、
今
後
も
研
究
を

続
け
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
県
広
本
と
宝
玲
本
と
の
相
違
点
と
し
て
、
県
広
本
の
用
字
が
「
漢
字
片

仮
名
交
じ
り
」
な
の
に
対
し
て
、
宝
玲
本
の
用
字
が
「
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
」
で

あ
る
と
い
う
違
い
も
あ
る
⑾
。
県
広
本
・
立
教
本
に
は
読
め
な
い
く
ず
し
字
を
ご

ま
か
す
よ
う
な
文
字
が
あ
り
（
追
加
、
巻
之
三
「
栽
馘
」
が
い
い
例
で
あ
る
）、

や
は
り
用
字
に
つ
い
て
も
宝
玲
本
の
よ
う
な
形
が
原
型
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
。

　

宝
玲
本
は
『
薩
琉
軍
記
追
加
』
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
本
編
の
違
い
は
わ
か
ら

な
い
が
、
さ
ら
に
詳
細
に
宝
玲
本
と
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
型
の
イ

メ
ー
ジ
が
想
像
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
注
目
す
べ
き
伝
本
で
あ
る
と
言
え
る
。

五
、
陸
前
地
域
に
お
け
る
〈
薩
琉
軍
記
〉
流
布

　
『
桜
田
薩
琉
軍
記
』
の
三
伝
本
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
貸
本
屋
と
思
わ
れ
る
印
が
押

さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
ま
と
め
て
み
る
。

　

県
広
本
・
丸
墨
印

　
　

印
記
「
仙
台
／
桃
生
／
長
面
浜
／
高
橋
屋
」

　
　

現
宮
城
県
石
巻
市
長
面
（
旧
宮
城
県
桃
生
郡
河
北
町
）

　

宝
玲
本
・
長
方
形
墨
印

　
　

印
記
「
陸
前
／
高
田
／
荒
町
／
大
黒
屋
」

　
　

現
岩
手
県
陸
前
高
田
市
高
田
町
荒
町

　

立
教
本
・
小
判
形
墨
印

　
　

印
記
「
仙
奥
／
本
吉
郡
／
津
谷
町
／
徳
田
屋
」

　
　

現
宮
城
県
気
仙
沼
市
津
谷

　

押
印
が
示
す
通
り
、
い
ず
れ
も
陸
前
地
域
に
お
け
る
貸
本
屋
で
享
受
さ
れ
て
い

た
テ
キ
ス
ト
に
間
違
い
な
い
。
は
っ
き
り
と
近
し
い
地
域
に
お
い
て
流
布
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。〈
薩
琉
軍
記
〉
諸
本
に
お
い
て
め
ず
ら
し
い
事
例
で
あ
る
⑿
。
ま
た
、

陸
前
と
い
う
地
域
も
興
味
深
い
。
琉
球
よ
り
遠
い
地
域
（
琉
球
使
節
の
ル
ー
ト
か
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⑿　

�

目
黒
著
書
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
琉
球
征
伐
記
』
は
、
尾
張
、
三
河
地
域

に
お
け
る
流
布
が
う
か
が
え
る
が
、
こ
こ
ま
で
は
っ
き
り
と
し
て
い
な
い
。

注⑴　
�〈

薩
琉
軍
記
〉
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
薩
琉
軍
記
論　

架
空
の
琉
球
侵
略
物

語
は
な
ぜ
必
要
と
さ
れ
た
の
か
』（
文
学
通
信
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
い

た
だ
き
た
い
。
以
下
、
目
黒
著
書
と
い
っ
た
場
合
、
こ
の
書
籍
を
指
す
。

⑵　

�

令
和
三
年
度
県
立
広
島
大
学
重
点
研
究
事
業
、
若
手
奨
励
研
究
、
研
究
テ
ー

マ
「〈
異
域
〉
説
話
を
め
ぐ
る
総
合
的
研
究
」、
研
究
代
表
者
：
目
黒
将
史
。

本
論
稿
は
、
当
該
研
究
の
実
績
の
一
部
で
あ
る
。

⑶　

�

目
黒
著
書
に
お
い
て
、
一
冊
目
を
巻
首
と
見
て
、「
巻
一
欠
」
と
し
た
が
、

県
広
本
の
発
見
に
よ
り
、
全
体
像
が
判
明
し
、
立
教
本
一
冊
目
が
「
巻
一
」

で
あ
り
、
現
状
の
形
で
完
全
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
。
こ
こ
に
訂
正
す
る
。

⑷　

�

目
黒
著
書
で
は
「
父
」
と
解
釈
し
た
が
、「
祖
父
」
の
誤
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、

祖
父
だ
と
し
て
も
、
樋
口
文
梁
と
樋
口
文
友
と
の
年
齢
差
は
非
常
に
大
き

い
。
例
え
ば
、
文
梁
が
五
十
歳
の
時
に
子
が
生
ま
れ
、
そ
の
子
が
五
十
歳
の

時
に
文
友
が
生
ま
れ
た
と
し
て
も
、
宝
永
七
年
の
時
点
で
、
文
友
は
七
十
八

歳
で
あ
る
。
あ
り
得
な
い
話
で
は
な
い
が
、
い
さ
さ
か
尋
常
で
は
な
い
。

⑸　

�

薩
摩
藩
の
諸
士
を
記
す
『
本
藩
人
物
誌
』（『
鹿
児
島
県
史
料
集
』）
に
も
桜

田
常
種
、
樋
口
文
梁
は
確
認
で
き
な
い
。
樋
口
姓
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
で
亡

く
な
っ
た
「
樋
口
飛
騨
」（
木
曽
義
仲
家
臣
、
樋
口
次
郎
が
祖
先
と
い
う
）

な
る
人
物
が
い
る
が
関
係
な
か
ろ
う
。

⑹　

目
黒
著
書
「
偽
書
と
し
て
の
〈
薩
琉
軍
記
〉」。

⑺　

宮
城
栄
昌
『
琉
球
使
者
の
江
戸
上
り
』（
第
一
書
房
、
一
九
八
二
年
）
を
参
照
。

⑻　

�

立
教
本
は
六
巻
欠
け
て
い
る
が
、
巻
一
に
総
目
録
が
付
く
た
め
、
全
体
像
を

確
認
で
き
る
。

⑼　

同
筆
で
、「
耳
キ
リ
鼻
キ
ル
コ
ト
」
と
い
う
傍
注
あ
り
。

⑽　

同
筆
で
、「
耳
切
鼻
切
」
と
い
う
傍
注
あ
り
。

⑾　

立
教
本
は
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
。
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